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社長の挨拶
　 平成２９年１０月の突然の衆議院解散によ っ て総選挙が始まり、 自民公明政権が３分の

２以上の議席を獲得し今までの安倍首相の政策が承認された格好となり大きな変更は無い

ものと思われます。 経済状況は堅調に推移し失業率も改善されていますので、 人手不足に

よ っ て従業員の給料がやっ と上がり始めま した。 東北大震災の復興や ２０２０ 年の東京オ

リンピック ・ パラリンピックの特需もあり国民の購買力も上昇し てもっ ともっ と経済が好

循環し て く れることを期待し ています。

　 弊社では昨年度 “柱の溶接ロボッ ト” を導入し て作業の効率化を図り、 作業員の配置を

変え、 工場内の作業の導線も効率よ く 動けるよう機械の配置も同様に変更し て迅速に作業

が進むように変えてきま した。 このように人手不足を補い社会の変化に対応し ていかなけ

ればなり ません。 品質の向上も重要ですが、 営業努力も欠かせないものとなり ます。 又、

《ea21》 の認証取得もセールスポイン ト の一つです。

　 現在の世界では、 アメリカ合衆国の “気候変動枠組み条約締結国会議 （パリ協定）” 離脱

で揺れています。 地球温暖化に二酸化炭素排出は関連性がない ・・・・ と云う識者も居ます

が、 ――疑わし きは罰せよ、 ５０ 年後 ・ １００ 年後にな っ てあの時や っ ておけば良か っ

た――では遅すぎます。 日本は日本のできる事を、 弊社は弊社で出来る事を行っ ていきた

いと思います。 今後も皆様のご協力をお願いしたいと思います。

　 　 平成２９年 １２月

株式会社　 柏原鐵工所　 　 　 　

代表取締役社長 　 柏原正明　



― 2 ―

認証番号0004784

事業活動の概要

会社概要

事 業 所 名

代 表 者 名

株式会社 　 柏原鐵工所

代表取締役社長 　 柏原正明

住 所 ・ 連 絡 先

〒 425-0045　静岡県焼津市祢宜島 124-2

電話

FAX

web

e-ma i l

054-624-5803

054-623-0046

ht tp : / / e-kash i wa.com /

i nfo@e-kash i wa.com

建 設 業 許 可

建築工事業 ・ 鋼構造物工事業

静岡県知事許可 （般－ 28）  第 2124 号

大臣認定  全構協Ｈ グレ ー ド  認定番号 TFB  H － 172185

事 業 内 容 一般建築鉄骨 ・ 鉄骨耐震ブ レ ース ・ 鉄骨階段 ・ 鉄骨工事一式

事 業 の 規 模

従業員数

資本金

売上高

延べ床面積

26 名 (平成 29 年 11 月  現在)

800 万円

約 ７ 億 860 万円 (平成 28 年度  実績)

2,770.3 ㎡

主 要 取 引 先

（敬称略 50 音順）

臼幸産業株式会社 木下建設工業株式会社

株式会社 国都 五光建設株式会社

近藤建設工業株式会社 清水建設株式会社

株式会社 住金システム建築 瀬戸建設株式会社

第一建設株式会社 東亜建設工業株式会社

東急建設株式会社 戸田建設株式会社

株式会社 橋本組 名工建設株式会社

エ コ 　 　 　 　

　 ア ク シ ョ ン

　 　 　 　　2 1

認証 ・ 登録番号

認証 ・ 登録日

有効期間

0004784

平成 22 年 3 月 29 日

平成 30 年 3 月 28 日

環境管理責任者

実務担当者

連絡先

中島初江

中島重男

k.kaj i ya@ka. tnc.ne. jp
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※対象範囲 ： 全組織 ・ 全活動

環境管理における活動体制

代 表 者 柏 原 正 明

・ 環境活動の目標及び計画の承認

・ 環境活動全体の評価と見直 し

・ 環境方針の策定及び改訂

・ 経営資源の準備

環境管理責任者 中 島 初 江

・ 環境活動の計画立案及び実施と経営者への報告

・ 環境活動の自己チ ェ ッ クの実施

・ 環境方針及び活動計画の見直し
連
絡
担
当
者

実 務 担 当 者 中 島 重 男

・ 管理責任者の補佐

・ 管理データの収集及び比較整理

・ 『環境活動レポー ト 』 の作成
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環境方針

株式会社柏原鐵工所は、 建設事業を経営し てい く に当り、 地域と

の関わりを大切にし、 環境に負担をかけないよう配慮し、 省資源

化 ・ 省エネルギーを推進し て二酸化炭素排出量を減ら し、 ごみ削

減及び再利用 ・ 再資源化また、 有害化学物質の低減 を最大限に実

現できるよう努力し、 持続可能な循環型社会づ く りを目指します。

このような活動を通し て地球温暖化の防止に貢献し ます。

活動指針

１
事業活動において、 省資源化 ・ 省エネルギーを推進し、 二酸化炭素排出量の削減 ・

水使用量の削減を目指す。

２
事業活動において、 工場や工事現場で発生する産業廃棄物の排出削減を目指す と

ともに、 廃棄物の収集 ・ 分別を徹底し て行い、 再資源化できる よ うにする。

３ 有害化学物質の含有量が少ない塗料の推奨に努める。

４ 機械設備及び備品購入の際、 グ リ ーン購入の推奨に努める。

５ ５Ｓ （整理 ・ 整頓 ・ 清掃 ・ 清潔 ・ 躾） 活動を徹底す る。

６
上記の活動を継続させるため、 数値目標を設定し て行い、 査定 ・ 評価し、 日々改

善に努める。

７
事業活動において、 建築基準法及びその他の関係法令を遵守し、 環境保全に努め

る。

８ 当社は上記活動を実施す るに当り、 本方針を従業員全員に周知徹底し ま す。

※平成 28 年 10 月   ㈱柏原鐵工所  代表取締役  柏原正明
代表者

印
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活動目標
　 弊社では環境活動レポー ト の基準年を当初 20 年度と し ま し たが、 社会や経済状況の

変化等によ り、 基準年を 22 年度と 26 年度の ２ 回基準年を変更し ま し た。 そ し て比較

項目も昨年の 15 よ り “３ 増 １ 減” と 17 項目と し て新たな基準値及び目標値を設定し

ま し た。

　 基準年である平成 26 年度の

仕事量を同等にしたうえで、 毎年マイナス１％を目標値とする。

こ と と し ま し た。

【基準値 ・ 目標値の設定方法】

①各年度の受注物件及び物件数によ り、 目標値に対し て実測値が大き く 変動し て し まう

ので単純に比較できない。 そのため仕事量に直接関係のある鋼材の購入量を基準と し、

その増減の割合を基準年の各データに掛け合わせ比較させ ま す。

年度 鋼材購入量 割合 基準値

平成 22 年度 3,077.8 ｔ 100.0 ％ 旧基準年

平成 23 年度 4,022.8 ｔ 130.7 ％ ←旧基準年に対す る鋼材購入量の増減率

平成 24 年度 4,757.2 ｔ 154.6 ％ ←旧基準年に対す る鋼材購入量の増減率

平成 25 年度 5,264.0 ｔ 171.0 ％ ←旧基準年に対す る鋼材購入量の増減率

平成 26 年度 3,764.2 ｔ 100.0 ％ 基準年の各データ

平成 27 年度 3,873.8 ｔ 102.9 ％ ←基準年に対す る鋼材購入量の増減率

平成 28 年度 4,304.4 ｔ 114.3 ％
基準年のデー タに 14.4 ％増加 し た

数字が基準値となる

②上記表のとお り、 基準年を 100 ％と考える と今年 （平成 28 年度） の鋼材購入量は

14.4%増加し て いる。 よ っ て基準年の各項目のデータの 14.4%増の数値が仕事量同

等数値 （以下 『基準値』 という） という事と し ま す。

基準年の各項目のデータの数値 × 114.3 ％ = 基準値

③上記計算を行う と各データ数値は基準年と同じ水準となり、 比較出来る “基準値” と

なる。 その基準値から 2 ％削減 し た数値が平成 28 年度の 《目標値》 になり ま す。

基準年の各項目のデータの基準値 × 98.0 ％ = 目標値

④これによ っ て、 平成 28 年度の各項目の 《目標値》 が出て 【実測値】 と比較出来るよ

うになり ま す。

　 この方程式を当てはめます と平成 28 年度の各項目の目標値は、 次項の表となり ます。
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平成 26 年度

（2014 年）

平成 ２８ 年度

（2016 年）

平成 ２９ 年度

（2017）

平成 30 年度

（2018）

平成 31 年度

（2019）

基準年

基準値 目標値 目標値 目標値 目標値

基準年 　

　 × 114.3 ％

基準値 　

　 　 × 98 ％

基準値 　

　 　 × 97 ％

基準値 　

　 × 96 ％

基準値 　

　 　 × 95 ％

電力使用量 (KWh) 186,847.0 213,657.3 209,384.2 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

水使用量 (ｍ3 ) 478.0 546.6 535.7 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

コピー用紙 ( kg ) 831.2 950.5 931.5 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

化石

燃料

ガソ リ ン (L) 3,442.0 3,935.9 3,857.2 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

軽油 (L) 9,505.5 10,869.4 10,652.0 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

産業

廃棄物

排出量

鉄 く ず ( kg ) 235,630.0 269,440.1 264,051.3 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

ダンボール ( kg ) 870.0 994.8 974.9 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

埋立て ゴ ミ ( kg ) 3,152.0 3,604.3 3,532.2 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

一般

廃棄物

排出量

燃えるゴ ミ ( kg ) 188.0 215.0 210.7 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

その他の ( kg ) 971.0 1,110.3 1,088.1 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

炭酸ガス ( kg ) 31,670.0 36,214.3 35,490.0 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

酸素ガス (ｍ3 ) 861.2 984.8 965.1 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

アセチ レ ンガス ( kg ) 306.2 350.1 343.1 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

溶接棒 ( kg ) 18,380.0 21,017.3 20,597.0 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

塗料材 ( kg ) 9,366.2 10,710.1 10,495.9 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

有害化学物質 ( kg ) 1,037.0 1,185.9 1,162.1 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

二酸化炭素
( kg －
CO2 )

164,206.4 187,768.1 184,012.7 － 3 ％ － 4 ％ － 5 ％

※平成 29 年度以降の目標値はその年の鋼材購入量に よ り変動 し ま す。

目標値につい て

　 単純に基準年と対照年度のデータを比較す るのでは、 その年度の仕事量によ っ て大き く 左右されるの

で比較す るのは難 し い と判断し ま し た。

　 この目標値の出し方は、 鋼材使用量の増減が仕事量に一番影響されると考え、 この増減の割合を他の

項目にも反映させ て比較し よ う というものです。 この目標値の方が、 実測値で比較する目標値よ り正確

に比較出来る と考え ま し た。

　 今年度の基準年を平成 22 年から平成 26 年に変更し ま し たが、 社会情勢の変化を考え平成 22 年を基

準にす るには無理がある よ う に思われま し たので、 このよ う に し ま し た。

　 又、 比較項目を前年の 15 項目から 17 項目に し ま し た。 比較項目を増やす こ とによ っ て 《正確さ》 が

増すのではないかと思いま し た。 内訳は炭酸ガス ・ 酸素ガス ・ アセチレ ンガス ３ 種類を追加し て グ リ ー

ン購入を削除し ま し た。 グ リ ーン購入を削除し たのは、 この項目でカウン ト されるのが主に事務 ・ 文房

具用品でありペン 1 本 １ 本をカウン ト す るには無理がある と判断し 削除し ま し た。 （別紙で “グ リ ーン

購入対象商品購入 リ ス ト ” を提出 し ま すが、 主要品目を P.10  で掲載し ます。）
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環境活動計画 (平成２８年度)

取り組み事項 取り組み内容 （詳細）

仕事を円滑に効率よ く

するための取り組み

5Ｓ の徹底 （整理 ・ 整頓 ・ 清潔 ・ 清掃 ・ 躾 ）

機械設備の定期点検 ・ 整備の徹底

二酸化炭素排出量削減

に関する取り組み

照明器具、 その他電化製品の不必要時の消灯 ・ 消電

空調設備の温度設定の徹底 (  夏 26 ℃以上 / 冬 22 ℃以下 )

クールビズ ・ ウ ォ ームビズによる服装での調節

照明器具 ・ 空調設備の定期的な清掃

計画的な輸送 ・ 運搬の実現

自動車のア イ ド リ ングス ト ッ プの励行、 急発進 ・ 急加速の禁止

自動車内エアコンの温度設定の見直 し

自動車の定期点検 ・ 整備の励行

一般及び産業廃棄物排

出量の削減に関す る取

り組み

廃棄物を出さないために購入時の再検討

コピー用紙の両面使用 ・ 使用済み紙の両面使用

書類等の電子化推進

一般及び産業廃棄物の分別の徹底

3Ｒ の徹底 Ｒeduce (ゴ ミ削減) Ｒeuse (再利用) Ｒecyc l e (再資

源化)

材料 ・ 消耗部品等、 無駄の無い使い方を周知徹底

材料在庫の管理

有害化学物質削減に関

する取り組み

顧客に対し て有害物質の含有量が少ない、 または有害物質が含まれ

て いない塗料を提案する

水道水削減の取り組み
節水に努める

止水の確認、 漏水検査

その他  環境活動の取り

組み

グ リ ーン購入

防災訓練の実施

地域社会における緑化運動の推進
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今年度の目標 ・実績 ・評価
平成 26 年度

（2014 年）

平成 28 年度

（2016 年）

平成 28 年度

（2016 年） 評
　
価

基準年
基準値 目標値

実測値
基準年× 114.3 ％ 基準値× 98 ％

電力使用量 (KWh) 186,847.0 213,657.3 209,384.2 157,447.0 ○

水使用量 (ｍ3 ) 478.0 546.6 535.7 516.0 ○

コピー用紙使用量 ( kg ) 831.2 950.5 931.5 691.1 ○

化石

燃料

ガソ リ ン (L) 3,442.0 3,935.9 3,857.2 2,533.6 ○

軽油 (L) 9,505.5 10,869.4 10,652.0 6,569.4 ○

産業

廃棄物

排出量

鉄 く ず ( kg ) 235,630.0 269,440.1 264,051.3 211,280.0 ○

ダンボール ( kg ) 870.0 994.8 974.9 580.0 ○

埋め立て ゴ ミ ( kg ) 3,152.0 3,604.3 3,532.2 14,297.0 ×

一般

廃棄物

排出量

燃えるゴ ミ ( kg ) 188.0 215.0 210.7 1,825.0 ×

その他の
資源ゴ ミ

( kg ) 971.0 1,110.3 1,088.1 1,253.3 ×

炭酸ガス ( kg ) 31,670.0 36,214.3 35,490.0 16,340.0 ○

酸素ガス (ｍ3 ) 861.2 984.8 965.1 588.0 ○

アセチレ ンガス ( kg ) 306.2 350.1 343.1 264.1 ○

溶接棒 ( kg ) 18,380.0 21,017.3 20,597.0 13,560.0 ○

塗料材 ( kg ) 9,366.2 10,710.1 10,495.9 20,610.3 ×

有害化学物質含有量 ( kg ) 1,037.0 1,185.9 1,162.1 4,270.7 ×

二酸化炭素排出量
( kg －
CO2 )

164,206.4 187,768.1 184,012.7 134,351.4 ○

評価と し ては ・・・

　 今回は、 平成 26 年度のデータを基準年と し てから ２ 回目とな り ま し た。 比較す る項目も １５ 項目か

ら １７ 項目に増や し て みま し た。

　 目標値を上回 っ た項目は、 5 / 17 であ っ た。 前年度と比較す る と 4 / 15 で、 比較項目数が違うので

単純に “悪 く な っ た” とは言えないが、 目標値達成率でみると 70.6 ％と 73.3 ％となり、 あま り変化が

ないと思います。

　 個別に見てい く と、 ク リ ア出来なかっ た 5 つで、 “埋め立て ゴ ミ” が 14ｔ 以上で 4 倍超とな っ ていま

すが、 これは自宅庭にあ っ た小屋を壊し たとき出た 『コンク リ ー ト がら』 が ９ｔ 出た事によ るものであ

り、 今年だけの現象だと思いま す。 因みに、 ｅａ２１ のデータを取り始めてからのを見ます と平均 し て

6ｔ 超で推移し て います。 “燃えるゴ ミ” は、 今年のデータは大分多 く な っ ていますが、 これも自宅で出

たゴ ミが含まれている と思われる。 “その他の資源ゴ ミ” を見る と、 目標値と比べ 165.2ｋｇ （15.2 ％）

増え ている。 少し多 く な っ たよ うに思えるが、 資源ゴ ミ とはいえ出さない方が良いわけで、 減ら し てい

かなければ ・・・ 。

この続きは　P15  です。
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　 本年度のグ リ ーン活動は、 本業が多忙だ っ たものであま り手を掛ける事ができませんで し た。 少し

ですが紹介させ て いただきま す。

１年の始まりが８月の

為、 秋から冬にかけて

枯れていきます。 年が

明けてから花の苗を植

えますので、 気候が暖

かくなって く るにつれ

て花壇が華やかにな り

ます。

左の写真は ３月中旬

ころで忙しい合間に手

入れをしました。

今年度よ り工場の屋根を貸し出し て太陽光パネルの設置に協力し ま し た。 工場の一番高いと こ ろの

屋根なので遠 く から見ないと分らないと思います。 この事によ っ て弊社の照明器具を “LED 化” し て

く れる こ と とな り ま し た。

工場南側入り口横

　工場内作業場の電球は以前よ り ＬＥＤ電球を使用

していましたが、 今回事務所棟の蛍光灯も LED化に

なり ました。 多数あ りますので来年度の電力消費

量に期待しまし ょ う。

その他の環境活動
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４月よ り朝の仕事始めの前に “ラジオ体操”

を行う事にし ま し た。 仕事の前に身体をほ ぐ

す こ とで頭をシ ャ キ ッ とさせ動きを良 く し て

安全に作業を し てもらおう という狙いで始め

ま し た。

　 今年度の “グ リ ーン購入” で主要な対象商品を リ ス ト ア ッ プ し て みよ う と思いま す。 平成 28 年

８ 月～平成 29 年 ７ 月ま でで ３８ 品目あ り ま し た。 ほとんどが事務用品ですがこれをも っ と工場の

中の備品にも広げて いきたい と思いま す。

商 　 　 品　 　 名 用　 　 途 メーカー 購入先

リサイ クルイ ンク　E50BZ  （ I CBK50 用） イ ンクジェ ッ ト ジ ッ ト ケイ テ ィ ケイ

リサイ クルイ ンク　E506PZ  （ I C6CL50 用） イ ンクジェ ッ ト ジ ッ ト ケイ テ ィ ケイ

マッキーケア極細つめ替えタ イプ マジ ック 　 赤 ゼブラ MonotaRO

用箋鋏 （ク リ ップボー ド） ナカバヤシ MonotaRO

VERY シ ャ楽　 黒 10 本 シ ャープペンシル 三菱鉛筆 カウネッ ト

蛍光マーカー 　 シングル 　 ピンク　10 本入り マーカー 　 ピンク カウネッ ト カウネッ ト

CD-R データ用　48 倍速　I J 対応　50 枚 SP CD-R 日立マクセル カウネッ ト

板紙表紙 〈K2〉 　A4　10 枚 コクヨ カウネッ ト

スラ リ　0.7 ボールペン 　 赤 ゼブラ MonotaRO

スラ リ　0.7 ボールペン 　 黒 ゼブラ MonotaRO

フラ ッ ト フ ァ イ ル樹脂と じ具　A4 縦　10 冊入り フ ァ イ ル 　 緑 カウネッ ト

スラ リ　0.7mm　10 本入り ボールペン 　 黒 ゼブラ カウネッ ト

スラ リ　0.7mm　10 本入り ボールペン 　 赤 ゼブラ カウネッ ト

蛍光マーカー 　 蛍コー ト ８０　橙　１０本 マーカー 　 橙 ト ンボ鉛筆 カウネッ ト

リパック ト ナー CT200825  イエロー プリンタ用 ト ナー ケイ テ ィ ケイ

リパック ト ナー CT200822  ブラ ック プリンタ用 ト ナー ケイ テ ィ ケイ

テプラ　ＰＲＯテープ 　 白ラベル　３６ｍｍ　黒文字 テプラ対応ラベル キングジム カウネッ ト

ホワイ ト ボー ド マーカー 黒 パイロッ ト MonotaRO

バイ ンダー MP （クロス張り） コクヨ MonotaRO
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今年度の活動評価 (平成２８年度)

取り組み事項 取り組み内容 （詳細） 評価 次年度

仕事を円滑に効率よ く

するための取り組み

5Ｓ の徹底 （整理 ・ 整頓 ・ 清潔 ・ 清掃 ・ 躾 ） △ 継続

機械設備の定期点検 ・ 整備の徹底 △ 継続

二酸化炭素排出量削減

に関する取り組み

照明器具、 その他電化製品の不必要時の消灯 ・ 消電 ○ 継続

空調設備の温度設定の徹底

(  夏 26 ℃以上 / 冬 22 ℃以下 )
△ 継続

クールビズ ・ ウ ォ ームビズによる服装での調節 ○ 継続

照明器具 ・ 空調設備の定期的な清掃 △ 継続

計画的な輸送 ・ 運搬の実現 ○ 継続

自動車のア イ ド リ ングス ト ッ プの励行、 急発進 ・ 急加

速の禁止
○ 継続

自動車内エアコンの温度設定の見直 し ○ 継続

自動車の定期点検 ・ 整備の励行 ○ 継続

一般及び産業廃棄物排

出量の削減に関す る取

り組み

廃棄物を出さないために購入時の再検討 ○ 継続

コピー用紙の両面使用 ・ 使用済み紙の両面使用 ○ 継続

書類等の電子化推進 ○ 継続

一般及び産業廃棄物の分別の徹底 ○ 継続

3Ｒ の徹底  Ｒeduce ( ゴ ミ 削減 ) Ｒeuse ( 再利用 )

Ｒecyc l e (再資源化)
○ 継続

材料 ・ 消耗部品等、 無駄の無い使い方を周知徹底 ○ 継続

材料在庫の管理 ○ 継続

有害化学物質削減に関

する取り組み

顧客に対し て有害化学物質の含有量が少ない、 または

有害化学物質が含まれて いない塗料を提案する
○ 継続

水道水削減の取り組み
節水に努める ○ 継続

止水の確認、 漏水検査 △ 継続

その他  環境活動の取り

組み

グ リ ーン購入 △ 継続

防災訓練の実施 × 継続

地域社会における緑化運動の推進 △ 継続
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該当環境関連法規、 訴訟の有無
法律名 該当す る要求 該当整備 ・ 項目 届け出先 ・ 報告先 評価項目

評
価

建築基準法

・ 建築基準の遵守

・ 建築工事業の許可

・ 設計 ・ 施工

・ 工事業

・ 工場

静岡県

国土交通省
許可期限 ○

認定期限 ○

廃棄物処理法

《一般廃棄物》

・ 一般廃棄物収集

業者許可確認

・ 紙 く ず

・ 木 く ず

その他

な し

許可業者 ○

《産業廃棄物》

・ 産業廃棄物委託業者と

の契約

・ 処理基準の遵守

・ 保管基準の遵守

60cm × 60cm 以上の表示

飛散、 浸透防止、 衛生管理

マニ フ ェ ス ト の集計、 報告

・ 廃油

・ 汚泥

・ 廃ブ ラ

マ ニ フ ェ ス ト の期

限内返却ない場合

・・・・・ 知事へ報告

前年度の交付状況

・・・・・ 知事へ報告

契約書

許可書
○

マニ フ ェ ス ト

管理
○

静岡県産業廃棄物

の適正な処理に関

す る条例

・ 管理責任者の設置

・ 処理の委託先の実地確

認と その記録の保存

・ 廃油

・ 汚泥

・ 廃ブ ラ

その他

不適正な処理が行

われた場合

・・・・・ 知事へ報告 委託業者 ○

騒音規制法
・ 特定施設への届け出

・ 規制基準の遵守

・ コ ンプ レ ッ サー

・ 油圧機・ 切断機

焼津市 新設 ・ 変更 ○

基準の遵守 ○

振動規制法
・ 特定施設への届け出

・ 規制基準の遵守

・ コ ンプ レ ッ サー

・ 油圧機・ 切断機

焼津市 新設 ・ 変更 ○

基準の遵守 ○

浄化槽法

・ 浄化槽の設置

・ 変更の届け出

・ 法定点検

・ 分離式

バ ッ キ方式

２０ 人

新設 ・ 変更の場合

・・・ 知事へ届け出
新設 ・ 変更 ○

点検

１ 回／３ ヶ 月
○

消防法
・ 指定可燃物の届け出

（指定数量の 1 / 5 以上）

・ 塗料

2,000kg

焼津消防署
新規 ・ 変更 ○

高圧ガス保安法

・ アセチレ ンガス

0.2 メ ガパスカル以上

・ 酸素ガス

1 メ ガパスカル以上江

・ 液化炭酸ガス

・ ア セ チ レ ン ガ

ス

静岡県省庁

・・・ 知事へ届け出 許可期限 ○

保安基準 ○

建設 リ サ イ ク ル法
・ 建設副産物

鉄、 コン ク リ ー ト 他

・ 対象建設工事

・ 解体建設工事

静岡県省庁

・・・・・ 知事へ報告

マニ フ ェ ス ト

管理
○

PRTR 法
・ 有害化学物質管理 ・ キ シ レ ン 、 ト

ルエン、 鉛

静岡県省庁

・・・ 知事へ届け出
許可期限 ○

フロン排出抑制法

・ 冷凍空調機器

全ての第一種特定機器

が対象

・ 自社 に 於 い て

簡易点検実施

(３ ヶ月に １度以上)

企業・法人の管理者

が確認 ○

遵守評価日 : 平成 29 年 10 月 31 日

過去 3 年間、 当事業所における業務上関係のある法令及び条例違反、 地域住民利害関係者からの訴訟及

び苦情はあ り ません。
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地震、 火災等による緊急時対応マニュアル
1. 適用範囲 鉄工場敷地内 （ 工場 、 事務所 、 資材置き場   他 ）

2. 目的 予防処置、 発生時の処置を定め、 汚染拡大を防止する。

3. 予防措置 ①工場内及び作業中は “禁煙” と する。 （休憩時間に指定場所でのみ喫煙）

②指定場所には消火器を設置 し、 法定点検を厳守する。

③工場内等で火気を使用する場合は周り を片付け、 燃えやすい物がないか

安全を確かめてから実施する こ と。

④重量物を保管する場合はあま り高 く 積み上げない事。

やむを得ず積み上げるときは、 荷崩れ しないような対策を講じ てお く 事。

⑤ ５Ｓ （整理 ・ 整頓 ・ 清掃 ・ 清潔 ・ 躾） の徹底。

4. 緊急時の対応 地震、 火災等が発生し た場合、 人命を第一に行動する こ と。

①緊急時、 人が倒れて いた場合は安全な場所まで移動させる。

②意識の有無を確認。 無かっ た場合は声をかける、 肩をたた く 等の刺激を

与え て、 反応を確認 （体をゆす っ た り、 動かし たり し ない )。

③大声で周りの人に応援要請し、 消防に通報、 気道の確保、 人工呼吸を行

う。

④外出血、 特に大出血を認めた場合は直ちに止血の処置を行う。

（地震 ・ 火災）

《地震の場合》 ①激震等の緊急事態が発生し たら、 安全な場所への一次避難を実施する。

②地震がおさま っ たら主電源を切る こ と。 二次避難の実施。

③安全なこ とを確認の後、 保管品の状態確認。

④保管品の飛散状態を確認し、 液体物での漏れ等で水質や土壌汚染が考え

られる場合は大声で周りの人に応援要請する。

⑤液体物での漏れ等が確認されれば、 直ちにウエス等で周囲を囲い、 流失

拡大の防止に努める。

⑥安全管理責任者に報告し 、 その後の処置を仰 ぐ 。

⑦津波警報が発令された場合は、 大事なものだけをもち、 4 階現寸場へ全

員避難する。

《火災の場合》 ①火災等の緊急事態が発生し たら大声で周りの人に通報。 その後構内放送

で応援要請する。 危険と判断し たら即座に非難する。

②応援要請を受けたものは直ちに消防へ連絡 し、 消火活動にあたる。

③対応不可能と判断し た場合は、 直ちに消防へ連絡し、 消火活動を続行す

る。 危険と感じ たら即座に避難を開始する。

④消防管理者に報告し、 その後の処置を仰 ぐ 。

5. 緊急連絡網 緊急時の緊急連絡網は別紙あり
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代表者による評価
　 冒頭でも申し ま し たが、 アメ リ カ合衆国の “気候変動枠組み条約締結国会議 （パリ協

定）” 離脱で揺れています。 温室効果ガスの二大排出国である中華人民共和国と アメ リ

カ合衆国の一方が協定から抜ける事で危機的状況です。 中国もまだ発展途上の国であり、

14 億人を抱える国でエネルギー消費量は増大し ていきます。 これでア メ リ カが何の対

策も取らなければ異常気象は益々世界各国を襲うこ とが予想されます。 日本は――乾い

た雑巾を更に絞る よ うに――更なる温暖化対策を進める よ う求められ ていま す。

　 弊社では、 今年度工場の屋根を某会社に貸し出し ま した。 その会社が弊社の屋根に太

陽光パネルを設置し そこから得た電力を売電する、 という事です。 契約時に、 無償で弊

社の約 50 本の蛍光灯を LED に交換し て頂きま し た。 この影響かは分り ませんが、 【電

気使用量】 は実測値でみて も昨年よ り 1 万 kw / h 減少 し ていま す。 次年度は年間を通

し ての数字を期待し たいと思います。 【不燃ごみ】 がク リ アできなかっ たのは、 自宅庭

の建物を解体し て出たゴ ミ ですので、 次年度はク リ アできるものと思います。 【ガソ リ

ン】 と 【軽油】 の消費は今年度ク リ ア出来ま し たが、 この項目は好 ・ 不況に関係な く 一

定程度必要となるものですから、 効率の良い運搬と経路の選択、 エコ ド ラ イ ブを更に進

められるよう注意し ていかなければならないで し ょ う。 問題は 【塗料材】 と 【有害化学

物質】 が大幅に増大し ている事です。 受注先によ っ て支給された塗料材を使用しなけれ

ばならない為、 その影響が大きいと思います。 施工業者にはこれからも有害化学物質含

有量の少ない塗料材を推奨し ていかなければ ・・・ と思います。 グ リ ーン購入や工場の緑

化、 周辺住民との交流や社会貢献等々まだまだ出来る事はた く さんあり ますので提案し

て いきたいと思いま す。

　 全体と し て 12 / 17 ク リ ア出来たという事は、 まだまだ課題はあり ますが、 及第点は

あげられるのではないかと思いま す。

　 今、 日本の産業界は長い間積み上げてきた信頼が大き く 揺らいでいます。 自動車メー

カーの検査体制の問題や某製鋼所による製品データの改ざんで製品の安全性に疑問が出

てき て 《Made  i n  Japan》 の信頼性が揺らいでいま す。 悲し い事ですが、 信頼回復の

ために微力ながら弊社も努力し なければならないと考え て いま す。

ea21 の活動は、 来年度も目標値を下回るよ うに更なる努力 ・ 協力を従業員にお願い

し、 協力会社様にも同様な対応を し て頂 く ように、 会社一丸とな っ て持続可能な循環型

社会の構築を目指し て いこ う と思いま す。 これからもよろ し く お願い致し ま す。

　 　 平成 29 年 12 月

株式会社 　 柏原鐵工所 　 　 　 　

代表取締役社長 　 柏原正明 　
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来年度に向けて P8  からの続きです。

　 また、 今回 《炭酸ガス ・ 酸素ガス ・ アセチレ ンガス》 の ３項目増や し てみま し た。 今

までもデータ取りはし ていたのですが、 このガス ３種が ea21 の活動に重要と考え比較

項目に加えま した。 データを取り始めた平成19年度は、 各21,750kg  1,057ｍ3 400kg

であ り 、 鋼材購入量が 4,194t （H19 年度実測値） から 4,304t （今年度実測値） と

2.6 ％増加し ているのに今年度は各 24.9 ％減　44.4 ％減　34.0 ％減となり全て減少し

て いる事をみる と、 エネルギー効率がす ご く 良 く な っ て いる事が窺えま す。

　 塗料材と有害化学物質は関連し ていて、 目標値に比べ塗料材は 2 倍弱、 有害化学物質

は 3.5 倍となり大分増え ている事は大いに問題があるが、 施工業者から支給された塗料

の使用が増加し ているので自社で改善することが難しい状況です。 弊社で購入する塗料

材は、 有害化学物質含有量の少ない塗料の推奨を引き続き提案し ていきたいと思います。

　 グ リ ーン購入の項目を削除したのは、 主に事務所棟で使う用品であり、 件数に数える

のが曖昧になると考えま した。 工場内は照明器具の LED化はすでに進めていますが、 溶

接機器とか他の機械設備もエネルギー効率のよい物を購入し ていきたいと思います。 ま

た、 工場内で使う備品も “グ リ ーン購入対象商品” を探 し て購入 し て いきたいで す。

　 ク リ アできた 12 項目は次年度も引き続きク リ アできるよう努力し ていこ う と思いま

す。 鋼材使用量によ っ て目標値が変わっ てきますが、 特に 《ガソ リ ン ・ 軽油》 は過去に

ク リ アできない年度が多々あり ま し たので注視し ていこ う と思います。 又、 《二酸化炭

素排出量》 は ５ 年連続で ク リ ア し ていま す。 この事が一番重要な事だと思いま すので

６ 年 ・ ７ 年と今後も続けられれば ・・・ 、 と思いま す。

　 アメ リ カの ト ランプ大統領が “パリ協定” 離脱を表明し て、 二酸化炭素排出量抑制の

実効性が危ぶまれていますが、 私たちに出来る事を少し でも実行し ていきたいと思いま

す。

ea21 の活動について何か疑問 ・ 質問 ・ 意見等あり ま し たら担当者まで申し出て く だ

さい。 来年度に活かせる よ うに し たいと思いま す。

　 最後ま でお読み頂きあ りがと う ございま し た。

　 　 平成 29 年 12 月

ea21  担当者よ り 　


